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1 導入説明および一般注意事項 

お客様各位 

この度は弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

弊社では、お客様に MEIKO 社製品をご利用いただくことで作業効率が向上し、その利便

性にご満足いただくことが非常に重要だと考えています。 

下記の注意事項を順守いただくことで、お買い上げいただいた製品は長期間にわたり十

分な性能を維持し、長くご利用いただくことができます。 

この洗浄機は弊社工場での厳格な検査をクリアし、製造されました。これにより完成さ

れた製品をご提供でき、またお客様にもその品質を保証することができています。 

つきましては、食器洗浄機のご使用の前に本説明書を最後まで熟読いただくようお願い

たします。 

本取扱説明書では、製品の設置、操作方法、安全に関する注意事項、メンテナンスにつ

いて説明しています。 

取扱説明書の順守を怠ったために損傷が生じた場合、保証請求権は失効します。また、

これにより結果として生じた二次的損傷に対し、弊社は一切の責任を負いません。 

MEIKO は常に製品の改善および開発に努めております。 

そのため、形状、付属装備、技術仕様の変更を行う場合がありますので、あらかじめご

了承ください。 

また、このような理由から、本取扱説明書に記載の情報、図および記述に関するご要望

についてもお受けしておりません。 

さらに詳しい情報をご希望の場合、または本取扱説明書に詳しく記載の無い特別な問題

が発生した場合には、管轄エリアの MEIKO 現地法人にお問い合わせの上、必要な情報を

ご要請ください。 

 

すべての MEIKO 社の義務は、有効な保証規定が含まれている売買契約に基づいて発生し

ます。こうした契約上の保証規定は、説明書のバージョンにより延長または制限される

ことはありません。 

EU 各国においては、それぞれの言語による取扱説明書が必要です。その国の言語による

説明書が付属していない場合には、洗浄機の使用開始時の試運転を実行しないでくださ

い。 

ドイツ語のオリジナル取扱説明書および EU各国の言語での取扱説明書は、次のアドレス

からダウンロードできます：https://partnernet.meiko-global.com 

技術資料一式は無償でご提供しています。 

追加については有償でご提供しております。 

MEIKO 社は、お客様の作業が向上し、ご満足いただけるようお祈りしております。 
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1.1 保管 

取扱説明書は必ず製品の設置場所から近い場所に保管してください！ 

取扱説明書はすぐに手に取って確認できる場所に保管してください！ 

1.2 サービスパートナーの技術者認定条件  

MEIKO 社は認定サービスパートナーにのみ、MEIKO 製品の試運転、トレーニング、メン

テナンス、組立て、設置を許可しています。 

1.3 製品の名称 

お問い合わせおよび/または交換部品の注文時は、必ず下記の項目に記入してください： 

 

   
タイプ：   

   
製造番

号： 

  

   

 
  

   
これらの情報は、銘板に記載されています。  

   

2 使用されている安全図記号の説明 

本取扱説明書では、次の安全図記号が使用されています。これらの記号は、読者に対

し、主にその隣に記載されている安全情報に対する注意喚起を目的としています。 

 

 

注意！ 

この記号は、人の生命と健康に対する危険があることを示しま

す。 

  

 
危険！ 

この記号は装置、材料や環境に対して危険があることを示しま

す。 

  

 

この記号は、製品の動作の理解を深めるために役立つ情報である

ことを示しています。 

  

 
感電の恐れあり！ 

  

 
手を負傷する恐れあり! 

  

 

水かけ禁止：高圧の水流を使用してはいけないことを示していま

す。 

  

 

破裂の危険：破裂の危険があることを示します。 
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飲用水ではありません：飲用水ではありません！体内に摂取する

と健康を害することがあります。 

  

 

火傷の危険：高温の表面や媒体による危険の可能性があることを

示します。 

 
  

 

説明書を読んでください 

  

 
目の保護具を使用するか、または安全眼鏡を着用してください 

  

 
手袋を着用してください 

3 一般的な説明および使用目的 

3.1 一般的な説明 

本製品は、洗浄機内部を通過するコンベアベルトに直接食器を投入するタイプの食器洗

浄機です。 

投入セクションで食器を手動または自動で直接コンベアベルトに並べ、動いているコン

ベアベルトによって食器は自動的に洗浄機の中へ運び込まれます。この時に、食器の洗

浄と乾燥が行われます。 

取出セクションで、食器を手動または自動で取り出します。 

 

 

3.2 使用目的 

この食器洗浄機は商業目的での使用のみを想定しており、食器、カトラリー、ガラス、

キッチン用品、ベーキング用トレイや各種容器を洗浄するためのものです。食器は業務

用食器洗浄機に適したものでなくてはいけません。 

爆発の危険がある環境で食器洗浄機を運転することは、規定の用途からは逸脱していま

す！ 

規定の用途に沿っていない使用法や操作の間違いによって発生した損害について、

MEIKO は一切の責任を負いません。規定の用途以外の使用、改造や変更は、それがいか

なるものであっても許可されず、危険です。 

投入セクショ

ン 

取出セクショ

ン 

乾燥 
コンベアベルト 
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3.3 予見可能な誤使用 

 技術仕様を超えた範囲で食器を洗浄すること 

 電気的コンポーネントが含まれるキッチン用品を洗浄すること 

 織布 (テキスタイル)、鍋つかみ、スチールスポンジを洗浄すること 

 鉄製の器具や食品と接触しない器具 (灰皿、燭台など) を洗浄すること 

 生き物を洗浄すること 

 その後食用として摂取する食物を洗浄すること 

 機械内で食品を調理すること 

 食品の調理に洗浄水を使用すること、または洗浄水を飲むこと 

 コンロのグリル/ガスオーブンのグリルを洗浄すること 

 現場の下水道に上水を引き入れること 

 機械の部品の上に立ったり、座ったりすること 

 木製部品を洗浄すること 

 熱やアルカリに対する耐性がないプラスチック部品を洗浄すること 

 アルミニウム製部品の洗浄 (鍋、容器またはプレートなどは、黒ずみを防ぐ

ために必ず適切な洗剤で洗浄します) 

4 EC/EU 基準適合宣言書 

製品がすぐに使用できない状態の場合、つまり未完成製品として納品される場合は、製

品には組立申告書が添付されています。 

完成製品として、すぐに使用できる状態で納品される場合、製品には EC/EU 適合宣言書

が添付されています。 

5 一般注意事項 

 

注意！ 

次の安全に関する注意事項は、お客様ご自身、第三者、ならびに食器洗浄機を保護する
ためのものです。従って、これらの注意事項は必ず順守してください。 

5.1 オペレーターの注意義務 

本製品は、リスクおよび危険の分析を考慮に入れ、順守すべき整合規格とその他の技術

仕様を慎重に選択した上で設計および製造されています。 

これにより、本製品は最先端の技術に対応し、最大限の安全性を保証しています。この

安全性は、実際の作業の際に、すべての必要とされる措置が講じられた場合にのみ確保

可能となります。 

このような措置の策定や実施管理は、オペレーターによる製品の注意義務に含まれま

す。 

本製品を安全に使用するための措置： 
 

オペレーターは特に次のことを確認してください： 
  

 
注意！ 

... 食器洗浄機が常に使用目的に応じて使用されていること。 

用途にそぐわない使用または操作によって損傷や危険が生じても、弊社は一切賠償責任

を負いません (章「使用目的」を参照)。 
  

 

... 機能及び安全に関する保障請求権の維持のため、必要に応じて、メーカー純正部品

のみをご使用ください。純正ではない部品が本製品に使用された場合、既存の請求権は

すべて無効となります。 
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注意！ 

... 配分装置の追加取付けにより、食器洗浄機の安全性に影響を与えないこと。 

  

 
注意！ 

... 食器洗浄機の操作、メンテナンス、修理は、このために十分な資格を有し許可され

たスタッフのみ行うことが許されています。 

  

 
注意！ 

... このスタッフは、労働安全および環境保護に関するすべての該当事項について定期

的にトレーニングを受け、ならびに取扱説明書および特にこの文書内に記載されている

安全に関する注意事項を理解していること。 
  

 
注意！ 

... 食器洗浄機が、完全に問題なく正常に機能する状態においてのみ使用され、すべて

の保護設備やカバー類が取り付けられており、特に、安全設備や配電設備が正しく機能

するか定期的に点検が行われていること。 
  

 
注意！ 

... メンテナンススタッフおよび修理スタッフ用に必要とされる防護器具が提供されて

おり、着用されていること。 

  

 
注意！ 

... 定期メンテナンスの際に、装置/設備の安全装置が正しく機能するか点検されている

こと。 

  

 
注意！ 

... 取扱説明書は常に判読可能な状態で、製品の設置場所周辺に保管されていること。 

  

 
注意！ 

... 製品本体に取り付けられているすべての安全表示や警告表示が取り外されることな

く、判読可能な状態にあること。 

  

 
注意！ 

... ヒートポンプ、ガス給湯器またはその他の機器等のサプライヤ供給パーツも定期点

検が行われていること。より詳細な情報は、関連する使用説明書に記載されています。 

  

 

 
注意！ 

... 食器洗浄機の組立て、試運転、お客様 / オペレーターへの引渡し後は、変更を行わ

ないこと (例: 電気系統や設置場所)。製造元の書面による許可なく、また認定を受けて

いないスタッフによる洗浄機の仕様変更（特に内部の技術的な仕様の変更）を行うと保

証請求権は喪失し、製造物責任が無効になります。 
  

 
注意！ 

... 規格 DIN 10510、10511 および 10512 に従って、エネルギー最適化システムが必要

な稼働中の温度を運転温度を低下させないこと。それでもお客様がエネルギー最適化シ

ステムをご使用になる場合は、洗浄結果や衛生状態が悪化した場合もお客様の責任とな

ります。 
  

 
注意！ 

… 約 10,000 回のドアオペレーション*後に、製品のドア用ローラースプリングを交換す

ること（*ドアオペレーションとはドアの開閉を意味します）。1 日の平均ドアオペレー

ション数を 3～5回とすると、これは期間にして約 5年間分になります。 

5.2 基本的な安全措置 

 食器洗浄機を不適切に操作したり、異なる用途に使用すると危険につながります。 
  

 

電圧がかけられている可動部品または回転部品によって、ユーザーの身体や生命の危険

および物損の危険が生じる可能性があります。 
  

 
注意！ 

本食器洗浄機の操作を許されているのは、十分な資格を持ち、オペレーターからトレー

ニングを受け、危険および安全に関する注意事項に対して説明を受けたスタッフのみで

す。 
  



 

 9 / 48 9019638 
 

 

 

 
注意！ 

本取扱説明書における資格を持つスタッフとは、次の条件を満たす者です。： 

 14 歳以上であること。 

 安全に関する注意事項を読み、これを順守できる。 

 取扱説明書 (あるいは実行する作業に該当する部分) を読み、内容を順守できる。 

  

 

本製品の作動中は熱湯を使用します！ 

洗浄水との接触は避けてください。火傷の危険があります！ 

このマークは、食器の温度がさらに高くなっていることを示しています。 

適切な予防措置を講じてください。 

食器洗浄機に取り付けられている注記ラベルを順守してください。 
  

 

警告！ 
運転の際、本製品の一部の部品には危険なレベルの電圧がかけられます。 
製品または電装部のカバープレートを開く前に、製品全体を必ず無電圧状態に切り換え
てください。 
 
主電源を「OFF」にして、再びスイッチが入らないよう適切な安全装置を取り付けてく
ださい。 
製品の電気部品における作業またはトラブルシューティングを行うことが許可されてい
るのは、専門のスタッフのみです。事故防止規則を順守してください。 
全てのカバープレートが取付けられた後でなければ、オペレーターは洗浄機を再始動さ
せることはできません！ 

  

 

 

洗浄機本体、配電盤、その他の電気部品は、ホースで水をかけたり、高圧洗浄機による

洗浄は行わないでください。 
  

 
注意！ 

 本食器洗浄機は、トレーニングを受けたスタッフの監視下でしか操作することはでき

ません。操作上の不明な点がある場合は、本食器洗浄機を作動させないでください。 

  

 
洗浄機内の水は飲用水ではありません。この水を調理に使用しないでください！ 

  

 
注意！ 

本製品は、他の用水を現場の下水網に引き入れる装置として使用することはできませ

ん。 

  

 
注意！ 

原則として、ドアやフラップは閉じてください！ 

  

 
注意！ 

製品の稼働中、コンベアベルトや食器に引っ掛かる危険があるため、作業スタッフは体

にフィットした衣服を着用し、指輪やブレスレット、および類似の装飾品は外してくだ

さい。鉄鋼先芯入りの安全靴の着用もお勧めします！ 
  

 
注意！ 

タンクを空にした後でも、タンクヒーターがまだ高温である可能性があります。そのた

め、食器洗浄機を手作業で清掃する際、火傷する危険があります！ 

  

 
注意！ 

蒸気装置における作業やトラブルシューティングは、必ず適切な知識を有する専門のス

タッフによって行われなければいけません。 

  

 
注意！ 

業務用食器洗浄機に適した洗剤およびリンス剤のみを使用してください。 

詳しい情報はこれらケミカル製品の販売元にお問い合わせください。 

洗剤とリンス剤は、健康に危害を与える可能性があります。 

製品のラベルおよび安全データシートに記載されている危険に関する注意事項を必ずご

確認ください。 
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注意！ 

作業終了後には、主電源をオフにしてください。 

この安全に関する注意事項を無視したり、順守を怠ったために発生

した損害については、弊社は一切の賠償責任を負いません！！！ 

5.2.1 電気装置における作業 

 
注意！ 

製品の電気装置の修理作業およびトラブルシューティングを行うのが許されているの

は、トレーニングを受けた電気専門のスタッフのみです！ 

電気装置は定期的に点検してください！緩んだ接続部は再び締め直してください！ 

損傷した配管 / ケーブルは直ちに交換してください！ 

配電盤は、常に閉じておくようにしてください！アクセスが許可されているのは、キー/

工具を持った、認証を受けたスタッフのみです！ 

 

5.2.2 水関連の設備における作業 

 
注意！ 

水関連の設備のメンテナンスおよび修理作業の前に、上水道の元栓を閉め、開栓されな

いよう鍵をかけてください！この鍵は、メンテナンスおよび修理作業を実行するスタッ

フが持っているようにしてください！これを怠ると、高い水圧によって重傷を負った

り、物的損害が生じる可能性があります。 

6 設置手順 (未完成機械用) 

MEIKO 社製品が、機械に関する指令 (指令 2006/42/EC) の意味において不完全な製品で

ある場合、有効となります。 

MEIKO 製品を既存の設備に接続する際には、以下の点にご注意ください： 

- 製品が確実に機能することが保証されるためには、部品が互いに調整され、適切に接

続され、そして固定されていなければなりません。(現場の前提条件に従って固定方

法を選択してください)。 

- 接続作業によって生じる可能性がある危険性 (たとえば引き込まれたり、挟まれたり、

せん断されたり、切られたりする) に対して、適切な措置が確保されていなければい

けません。 

- 現場の供給網への電気接続や、場合によって必要となる電気的接続は、付属の配線図

に従って実施してください。 

- 組立て作業の際、特に電気関連の設置作業においては、損傷が生じないように注意し

てください。 

- 作業の終了後、設備に損傷がないか確認してください。 

- 安全性および機能性の点検は、遅くとも設備全体の点検作業の範囲内で実施しなけれ

ばいけません。 

- 本設備には、必要に応じてスライド箇所を最適化するためのスライドバーが付属して

います。 

 

電気装置における作業 

 

 危険 

感電による負傷の危険 

本設備の電気装置において作業を行うことが許可されているのは、トレーニングを受け

た電気専門のスタッフのみです！ 
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納品された未完成の製品の配線図は、製造元である MEIKO 社が知り得る、運転上必要な

遮断装置、並びにその他の必要な既知の遮断装置および電気的接続をすべて含んでいま

す。接続は、配線図に明確に記載されています。本製品の試運転の前に、これらの接続

が行われ、確実に機能することを必ず確認してください。 

もし、製品部品の組み立てによって、未知の、MEIKO によっても定式化されていないそ

の他の危険が生じる場合は、こうした危険個所を除去してください。また、場合によっ

ては本製品の運転が禁止されることがあります。 

7 納品、輸送、設置と組立て 

7.1 納品 

 製品の受け取り後、直ちに MEIKO の受注確認書および/または納品書と照らし合わせて、

納品内容に誤りがないか確認してください。 

不足している部品があれば、直ちに納品業者に通知し、また、MEIKO 社にもご連絡くだ

さい。 

輸送中の損傷がないか、全体を確認してください。 

 

輸送中の損傷が疑われる場合は、輸送業者と MEIKO 社に直ちに書面で連絡してくださ

い。MEIKO 社には損傷部品の写真を送付してください。 

7.2 輸送および設置 

 

注意！ 

輸送時における製品損傷や致死傷を防止するため、以下の点を必ず順守してください： 

積荷および荷降ろし、そして輸送作業は、資格を有するスタッフが、その地域の作業安

全に関する規定および安全に関する注意事項に留意して実施しなければいけません。 

安全な輸送のために、製品は特別な木製フレームで梱包されています。 

 

本製品は、原則として木製梱包材

を使用して輸送してください。こ

の梱包は、ハンドリフトで確実か

つ安全に輸送できるように設計さ

れています。 

製品が所定の位置に運ばれたら、

ハンドリフトを下ろします。  

製品は梱包材の上に載っていま

す。脚部にはまだ荷重はかかって

いません。 

 

続いて、梱包に付いているすべて

の固定ネジを取り除きます（例：

これらのネジを取り外しま

す！）。 

とりあえず、梱包用ビームは機械

エレメントの下に置いたままにし

てください。 
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次のドライバービットが必要となります。 

Torx  TX 20 Torx  TX 25 SW 10 mm 用ドライバービット 

     

これらのドライバービットはどんな工具店でも購入できます。さらに、反時計回りに回

転可能なドリル/ドライバー、そして固定可能なドリル用チャックが必要です。 

 

 
輸送用梱包のすべてのネジ接続を緩めたら、製品の片側を持ち上げます。すると、製品

の下にある大きな縦梁を力を入れずに引き出せるようになります。 
 

 
 

続いて、すべての固定ネジとすべての木製部品を取り除きます。 

再び製品を下ろします。製品をはずみをつけて下ろさないように注意してください。製

品の脚部分を破損させる可能性があります。 

さらに、製品のアジャスト脚を均等に出し、一部の脚のみに荷重がかからないようにし

てください。 

製品を壁に沿って移動する必要がある場合、ずらせる距離には制限があります。(床の格

子や地面の高低差に注意してください！) 

小さな縦梁を製品の下に残したままで製品を後ろに動かすと、力を入れずに製品を壁に

つけて設置することができます。 

前述の通りにハンドリフトを使って製品を設置することができない場合は、輸送用梱包

に付いているすべての接続用ネジを外した後、軽く傾けて縦梁を取り除きます。 
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フレームの中心で製品を持ち上げると、確実に製品の損傷につながります。重量を分散

させるには、必ず当て木が必要です。 

製品を最終的に設置する際には、製品のすべての脚部におおよそ均等の重量がかかるよ

う注意してください。荷重が不均等だと、製品の脚部が破損する可能性があります。 

 

 

製品のアジャスト脚を

調整するには、幅が

SW27のスパナが必要で

す！ 

 

重要： 

高さ調整のためにアジャスト脚(SW27)で機械を水平方向に位置合わせする

場合は、慎重に作業を進め、製品の重量が脚部に均等に配分されるように

してください。片側に荷重がかかることでずれや張力が生じ、結果として

フードドアが引っ掛かって動かなくなったり、またはぴったりと閉じられ

なくなる可能性があるため、この調整は必ず行なってください。 

「一般注意事項」の章もお読みください。 

7.3 設置と組立て 

 

MEIKO では、製品寸法や接続負荷が記載されている組立図をご用意しています。 

通常は、組立図の記載内容に従って、トレーニングを受けた MEIKO の人員によって組み

立てを行います。本製品の設置および接続作業を行うことができるのは、資格を持った

専門のスタッフのみです。 

専門のスタッフによって接続が行われなかった場合、それによって生じる損傷に対して

弊社は責任を負いません。 

梱包を解いた製品を、組立図に従って設置してください。本製品は、水平がしっかりと

取れた状態で設置してください。 

製品が分割して納品される場合は、接着剤クリーナー P819 (画像 1) を使って分割箇所

を徹底的に清掃してください。片側の製品の接合面に、本体内部にはみ出ないようにシ

ーリングテープ (画像 2) を貼り付けます。シーリングテープのつなぎ目を、すべてシ

リコンで塞ぎます。 (Sista F 108 (画像 3) または M 509 (画像 4)；Sikaflex 260 

(画像 5) は塗料専門店で購入可能)  センターポンチなどを使い、本体の穴に合わせ

て、シーリングテープに穴をあけます。 

    

片側の製品の接合面に、本体内部にはみ出な

いように面一でシーリングテープを貼り付け

ます。飛び出しているシーリングテープを切

り取ります。 

シーリングテープ

のつなぎ目をすべ

てシリコンで塞ぎ

ます。 

センターポンチなど

を使い、シーリング

テープに穴をあけま

す。 
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2 つのタンク間の隙間を塞ぐ 

片側の製品の接合面に、本体内部にはみ出ないように面一でシーリングテープを貼り付け

ます。ドア側に、シールテープの 1 つめのストリップを内側にはみ出ないように面一で貼

り付けます。2枚目のシーリングテープを 1枚目の横に張り付け、同じく面一になるよう

切り取ります。 

タンクとニュートラルゾーンの間を塞ぐ： 

片側の製品の接合面に、本体内部にはみ出ないように面一でシーリングテープを貼り付け

ます。ドア側には、シールテープのストリップを 1 枚だけ内側にはみ出ないよう面一に

なるように取り付けます。 

続いて製品同士を組み合わせ、位置を調整してネジで止めていきます。 

 
ネジ締めには次を推奨します： 

 1 x 六角ネジ M5x12 

 2 x ワッシャー 

 1 x 安全袋ナット M5 
 

(画像 1) 

 

Sista P 819 接着クリー

ナー 注文番号：9 503 

233 

(画像 2) 

 

 

シールテープ 

MEIKO 注文番号： 

9 668 373 

 

 

(4

) 

Sista M 509 シリコ

ン特殊接着剤 

注文番号：9518385 

(画像 3) 

Sista F 108 

シリコン特殊接着剤 

注文番号：0 870 001 

(画像 5) 

Sikaflex – 260 強力接着剤 

注文番号：0 870 030 

7.4 食器洗浄機の床荷重 

脚 1 本ごとの床荷重 (脚 1 本ごとの荷重面 Ø30 mm) は約 220 kg です 

7.5 電気接続 

 

製品の電気部品において作業することが許可されているのは、専門のスタッフのみで

す。配電盤には適切な電気回路図が表示されています。この電気回路図は本製品の一部

であるため、取り除くことのないようにしてください。電気接続値が記載された銘板

は、配電盤の内側にあります。電源コードを本製品に接続する場合は、一般的な電気系

の規則を順守してください。 
 

注意！ 
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注意： 

現場の入力側ヒューズは、現場の状況および機械の定格電流に従って、

バックアップ保護が保証されるよう選定してください (ドイツでは VDE 

0100)。 

電源コードは、規則に従い安全を確保するため、主電源スイッチ(現場で

アクセス可能な場所または製品内部）が設置されている必要がありま

す。 

中性線 (N) がアース接続されていない場合、4極の主電源を使用する必

要があります。系統電源との接続ケーブルは、H 07 RN-F ケーブルより

軽くない、耐油性のあるシールドケーブルを使用してください。 

保護措置並びにアースの接続は、使用地域の電力会社の規定に準じると

ともに、その地域で有効な規則に従って実施してください (ドイツの場

合は VDE 0100、パート 540 を考慮します)。 

本製品を必ず現場のアースへ接続してください。機械側の接続は、ボル

トとして脚部にある配電盤/装置カバーの近くにあり、適切にマーキング

されています。 

VDE 0160 / EN 50178 の適用される場合、一次側電源に漏電遮断器(FI) 

が設計または設置されている電気機器のエリアでは、周波数変換装置を

使用する場合には、既存の FI タイプ A の前にすべての電流に敏感な FI

タイプ Bを接続することが要件となります。 

電源接続に関しては、5 極の電源接続端子板が装備されています (L1、

L2、L3、N、PE)。 

 

電気接続データ、電圧、電流タイプ、電流値、出力などについては、本製品の銘板をご

確認ください。電圧を確認してください。 

すべての電気接続は、電気回路図に従って配電盤内のマーキングされているケーブルグ

ランドを使用し、規定の端子およびコンタクターに接続してください。 
 

7.6 温度センサー / サーモスタット 

配電盤内で軽く束ねて巻いてあるすべてのサーモスタットおよび温度センサーを、それ

ぞれ配電盤内でマーキングされているケーブルグランドに通し、印がある場所に取り付

けてください。 

 

注意:  キャピラリーセンサーチューブを折り曲げないでくださ

い。温度センサーが損傷してしまい、使用できなくなり

ます！ 

取付け位置： 
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サーモスタットのボタン 

  

 サーモスタットは全極遮断式で、作動時に

は対応するヒーター回路につながるすべて

の通電を遮断します。 

 これらはフェイルセーフ仕様です。これ

は、キャピラリーチューブが折れると、

対応するヒーター回路が遮断されること

を意味しています。 

 サーモスタットの内部構造により、0℃未

満で作動する可能性があります。 

 

 もしサーモスタットが運転中に作動した場合は、作動原因を究明し、解決してくださ

い。(特にヒーターの状態を点検してください）。 

問題が解決し、ヒーティングシステムが冷めた後、サーモスタットを交換してくださ

い。 

7.7 給水接続 

給水管およびそのパーツには凍結防止措置は施されていません。本製品の設置場所の温

度が 5℃未満に下がる可能性がある場合は、適切な凍結防止措置を講じてください。 

配管径や断面積などの情報は、本製品を参照ください。 

現場で設置するには、現場条件 (ケーブルガイドやのアクセスの長さなど) に応じて適

切に寸法を決定してください。製品の媒体およびエネルギー接続の端末位置は、現場状

況により異なります。 (通常は、現場の接続位置からやや離れた場所にあります) 接続

作業は、認可を受けている専門のスタッフが行ってください。供給される媒体およびエ

ネルギーのパラメーターは、運転中一定に維持されるようにしてください。 

給水は、その現地の規則に従って接続してください (例:ドイツ DIN 1988)。各給水接続

部には、現場にて作業人員が操作可能な止水用バルブを設置するようにしてください。

製品内にはシステム分離装置 (ドイツでは EN1717 準拠) が組み込まれています。排水

管は、現地の規則に従って接続してください (例:ドイツ DIN 1986)。軟水装置、イオン

交換式部分脱塩装置またはイオン交換式純水装置を利用する場合、現場にてそれぞれ止

水用のバルブ、ストレーナー、逆止弁、そして脱気装置を装備してください。他に特に

指定がない限りは、現地における最低流動時圧力は 2.5bar、最大圧力は 5bar必要で

す。 

 

製品の給水接続位置は、取り出しセクションの

下にあります。 
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ストレーナーの清掃は、現地の水道を止めずに行うことがで

きます。 

ストレーナーの下の部品のネジは外すと、自動的に給水が遮

断されます。これにより、ストレーナーを問題なく清掃して

メンテナンスできます。（この遮断機能は、サービス作業の

際にストップバルブとしても使用できます）。 

必要な水量、水質、並びに水温については、組立図をご覧く

ださい。  

水質は「業務用食器洗浄」研究会の要求事項に適合している必要があります。

(http://www.vgg-online.de)。 

ヒートリカバリーシステムが最適に機能するように、給水の供給温度はできるだけ低く

維持してください (最大 12 °C)。 

給水の温度がこれより高いと、排気条件に影響が及びます。 

給水で本製品内のバルブも制御している場合は、最低水圧を確保してください。必要な

圧力や量については「規定および基準値」を参照してください。 
 

7.8 高温蒸気、温水ポンプ 

蒸気や凝縮水が生じる配管や部品には凍結防止措置が施されていません。本製品の設置

場所の温度が 5°C 未満に下がる可能性がある場合は、適切な凍結防止措置を講じてく

ださい。 

洗浄機は運転できる状態で設置されており、洗浄機へ電源および各種配管を接続する必

要があります。そのため、蒸気接続に適したシールを使用してください。 

洗浄機の蒸気設備は、現場に加圧されていない、勾配のある凝縮水リターンがあること

を前提としています。 

運転に必要なすべてのスチームトラップは洗浄機に取り付けられています。 

スチームトラップのパイプは絶縁しないでください。 

設備側の蒸気の戻り配管にスチームトラップを取り付ける必要はありません。 

例外的ケースとして凝縮水を上方向に押しやる場合は、機械の注文時にこのことを

MEIKO に必ず知らせてください。この場合は、ヒーター配管を変更した仕様となりま

す。変更内容には、スチームトラップの取付けも含まれています。洗浄機が冷えた時

に、このスチームトラップに凝縮水が発生します。これは、通常であれば床に流れ落ち

るものです。 

スチームトラップのメンテナンス 

スチームトラップを開きます。 

サーモエレメントと、必要に応じてストレーナーも取り出します。その後、ストレーナ

ーと外装を優しく清掃します。再び組み立てる前に、シール面を念入りに清掃にしま

す。常に新しいシールを使用してください。 

注意！ 

配管や継手の設置は、特定の定格圧力範囲を想定し特別に設計されて

います。このため、現場の使用圧力が食器洗浄機の継手や部品の許容

定格圧力を超えていないことを必ず確認してください。(配電盤内の

銘板に記載されています) 

配管径や断面積などの情報は、本製品を参照ください。 

(組立図の記載を参照してください)。 

現場で設置するには、現場条件 (ケーブルガイドやのアクセスの長さなど) に応じて適

切に寸法を決定してください。 
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製品の媒体およびエネルギー接続の端末位置は、現場状況により異なります。 (通常

は、現場の接続位置からやや離れた場所にあります) 接続作業は、認可を受けている専

門のスタッフが行ってください。蒸気配管を接続する際には、一般的な規則を考慮して

ください。 

供給される媒体およびエネルギーのパラメーターは、運転中一定に維持されるようにし

てください。 

現場のメイン配管への接続は、基本的には上から、現状に合わせて行います。必要な遮

断 制御装置(スチームトラップ含む)は食器洗浄機内に取り付けられています。 

食器洗浄機内のヒーターシステムの圧力損失は、飽和蒸気の場合は 30 kPa、温水ポンプ

の場合は 100 kPa になります。 

  
注意！ 

ヒーターシステムにおいて危険が生じている場合、または事故が起こった場合は、食器

洗浄機の主電源を使用して電源を切ってください。これにより、製品へのエネルギー供

給は中断されます。 
  

  
注意！ 

蒸気放出が激しい場合は、近づくと火傷や窒息の危険があります。この場合は、蒸気の

供給を洗浄機側の蒸気遮断バルブで閉じることはせず、設備側のバルブを閉めてくださ

い。 
  

  
注意！ 

少量の水または蒸気が流出している場合は、食器洗浄機の電源を切って作動を止め、

MEIKO の認証を受けたサービスエンジニアに知らせてください。 

 

7.9 排水接続 

現地の排水処理規則に則って、建物の排水システムに排水管を接続してください。認可

されている洗浄剤のみをご利用ください！ 

排水接続は、DIN 1986 に従って、その地域の規則に留意して実施してください。 

 

本洗浄機の排水管は、適切な寸法のサイフォンを経由し

て厨房の排水システムに接続してください。 

配管やシーリング材などの素材選択の際には、排水温度

が 70～75° C であることを考慮してください。さら

に、pH値は洗剤の種類や濃度によって 3～12の範囲内と

なります。耐酸性かつ耐アルカリ性の素材を使用してく

ださい。排水管は、現場にて組立図の記載に従って接続

してください。 

7.10 排気接続 

排気接続が必要な場合にのみ、次を順守してください： 

ビルの換気システムは、その地域にて有効な規定 (ドイツでは、例えば VDI 2052) に従

って、必ず防水性および防腐性を考慮して設計してください。 

発注に関する文書内に記載されている排気温度および排気湿度の値は、特定の稼働状況 

(待機状態など) では上昇する可能性があります。 

機械から出る排気には微量のエアロゾルが含まれている可能性があります。必要に応じ

て適切な措置を講じ、排気口付近で排出するようにしてください。 

排気を室内へ導く場合、温度および相対湿度に関するデータ、そしてそれによって連続

洗浄運転に対応する容積負荷が適用されるよう、特に注意が必要です。そうでないと、

運転状況によっては、一時的に送風温度、相対湿度、容積負荷が上昇する可能性があり

ます。 

排気接続は、組立図に従って、現場の排気装置に接続してください。 

洗浄機から排出される湿った暖かい空気は、洗浄エリアから取り除いてください。効率

的な抽出を実現するためには、機械ダクトの過圧または建物の負圧が適切であることを

確認する必要があります。 
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7.11 ケミカル製品供給装置の取付けおよび接続 

食器洗浄機の運転には、業務用食器洗浄機用洗剤およびリンス剤を使用する必要があり

ます。管轄の監督機関によって認可を受け、食器洗浄機に適した洗剤のみ利用可能で

す。ここでは、取扱い、供給、保管および利用に関する安全上の規則を特に順守してく

ださい。 

洗剤もしくはリンス剤の供給は、適切な供給装置で行ってください。この装置は対応す

る規則を順守して取り付けてください。手動での洗剤供給は推奨しません。洗剤および

リンス剤は絶対に給水経路に混入させないでください！ 

担当のケミカル製品サプライヤーは、すべての該当する規則や、MEIKO が優先的に推薦

する注入ポイントに関する情報を持っています。 

端子板「XD」は洗剤供給装置の供給電圧用
です。 

(詳しい情報については、本製品の配線図
を参照してください。) 

それ以外の接続は許可されていません。 

供給装置またはその他の追加ユニットを配
電盤内に組み込まないでください。 

 

市場には非常に多くの様々な洗剤供給装置が存在しているため、ここで取付け作業に関

する詳細な指示を記載することはできません。ご利用中のケミカル製品のサプライヤー

は、自社製品を使用する場合の理想的な設置方法を熟知しています。 

リンス剤を接続するために混合チャンバーが設けられています。これは、ボイラーの後

のすすぎ配管経路にあります。 

 

この混合チャンバーには、リンス剤供給装置用の接続

口が用意されています。 

接続ねじ径：R 1/8“ 

7.12 洗剤スプレーシステム 

多くのケミカル製品サプライヤーが提供している直接洗剤スプレーシステムを使用する

場合、高濃度の洗剤は非常に危険なため、特に安全上の注意を払う必要があります。 

ここでは特に、それぞれのドアが開かれる際に噴霧される化学物質を防止するための必

要な予防措置を取る必要があります！ 

このシステムはケミカル製品サプライヤーが提供しているため、怪我や機械の損傷など

が発生した場合も MEIKO は賠償責任を負いません。 
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8 サービスエンジニアによる初めての試運転の際の設定 

8.1 試運転 

本製品の試運転時における設備の損傷や生死に関わる怪我を防止するには、以下の点を

必ず順守してください： 

 

ヒートポンプや他の機器といったサプライヤー部品に対し、必要な点検を実施してくだ

さい。より詳細な情報は、関連する使用説明書に記載されています。 

 

 
注意！ 

 

 製品の試運転は、資格を有するスタッフが安全に関する注意事項に従って行わな

ければいけません。 

 初めて始動する前に、すべての工具および設置に関係ない工具や部品が機械内部

に残っていないか確認してください。 

 漏れた液体などが残っていないことを確認してください。 

 試運転前に、すべての安全装置とドアスイッチを有効化してください。 

 すべてのネジ類がしっかりと締め付けられているか確認してください。 

 「一般注意事項」の章もお読みください。 

 

トレーニングやおよび試運転は、MEIKO 社によるトレーニングを受けたスタッフが実施

します。トレーニングを受けた後で、オペレーターは初めて本食器洗浄機を使用するこ

とができます。 

8.2 ケミカル製品の設定 

洗剤およびリンス剤の適正使用濃度は、使用される製品により異なります。対応したケ

ミカル製品のサプライヤーにより、正しい供給量を設定することができます。 

8.3 試運転前に行う作業 

初めて試運転を行う前に、本セクションの項目に目を通し、必ず順守してください！ 
 

配管 

すべての配管をしっかりすすいでください。この際、ヒーターロッドの空炊きを防ぐた

めに、ヒーターおスイッチは入れないでください。(ヒューズを取り外します) その後、

すべてのストレーナーを清掃してください。 
 

蒸気配管 

すべての配管をしっかりすすいでください。その際、すべての制御バルブは完全に開か

れており、すべてのスチ－ムトラップは取り外されていなければいけません。その後、

すべてのストレーナーを清掃してください。 
 

電気接続 

配電盤内のすべての電気端子を増し締めし、電気プラグ/コネクタが所定の位置にしっか

り配置されていることを確認してください。 

すべてのモーターについて、回転方向が正しいかどうか確認してください。 

すべての電気部品を目視点検してください。 (スイッチ、配線、外装、カバーなど) 

取り付けられているすべての電気スイッチの機能点検を行ってください。 

 
機械内部 

機器内部に異物のないことを確認してください。 (清掃布、ボルト類、工具、梱包材等) 
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注意！ 
可動部品が固定部品の近くを通過するすべての箇所において、摩擦抵抗が発

生しないようにしてください。(ガイドレール、ウォーターガイドプレート、

その他色々) 

すべての洗浄管、洗浄システム、すすぎアーム、フィルター、タンクカバーおよび排水

フィルター、並びにすべてのフラップが正しく取り付けられているか確認してくださ

い。しっかりと取り付けられていることを確認してください！ 

9 食器洗浄機による洗浄 

組み立てられた製品の設備接続作業 (電気、水、排水、熱蒸気、排気) を実施し、トレ

ーニングを受けた専門のスタッフがすべての設定を行ったら、機械を作動させることが

できます。 

9.1 通常運転における基本的な安全措置 

 
注意！ 

 

食器洗浄機を操作してよいのは、このためにトレーニングを受け、認証を受けたスタッ

フのみです。またこのスタッフは、取扱説明書を熟知し、取扱説明書に準じて作業する

能力を持っている必要があります！ 

製品に電源を入れる前に、以下の点検 確認を行てください。： 

 製品の作業範囲内には、認証を受け、トレーニングを受けたスタッフしかいないこと。 

 本製品の起動が原因で怪我人が生じないようにすること！ 

試運転前に（毎回） 

 本食器洗浄機に目に見える損傷があるかどうか確認し、常に問題のない状態で運転可

能であることを確認してください！ 

不具合が確認された場合、直ちに所属長へ報告してください！ 

 本製品の作業範囲から、 

本製品の運転に必要ではない材料/器物を取り除いてください！ 

 すべての安全装置が問題なく機能することを確認してください！ 

9.2 運転 

 

 

 

 

給水管のバルブを開いてください。 ブレーカーをオンしてください。 

すべての洗浄管、洗浄システム、すすぎアーム、フィルター、タンクカバーおよび排水フィルター、並びにすべ

てのフラップが正しく取り付けられているか確認してください。しっかりと取り付けられていることを確認して

ください！ 
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すべてのドアを閉じてください。 ボタン「オン‐オフ」を押してください。 

  

緑色の LED が点滅します。洗浄タンクに自動的に給湯

され、加熱されます。 

洗浄タンク給湯が行われ、洗浄タンクの設定温度まで

加熱されると、ディスプレイにメッセージが表示され

ます： 

「使用準備完了」 

 

ここで、洗浄を開始できるように、コンベアおよび洗

浄ポンプが動き出します。すすぎ水セービングシステ

ムが搭載されている製品の場合には、すすぎが稼働し

ないことがあります。温度のモニタリングや洗浄タン

クの水位制御など、その他の機能はすべて本製品の制

御システムによって実行されるため、それ以上の制御

や操作は必要ありません。 
 食器洗浄機を作動させるには、青いボタン

「洗浄運転 オン」を押してください。 
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9.3 洗浄休止 

 

洗浄運転をしばらく中断する場合は、ボタン「洗浄運

転 オフ」を押してください。 

 

洗浄ポンプとコンベアのスイッチがオフになります。

ただし、タンク加熱は引き続き作動し続け、ディスプ

レイに表示されている通り「使用準備完了」状態を維

持します。 

 

 

食器洗浄機を作動させるには、青いボタン「洗浄運転 

オン」を押してください。 

9.4 ベルトを逆行させる  

注意！ 

「ベルトを逆行させる」機能を使う権限があるのは、トレーニングを受けたスタ

ッフのみです！ 

 

「ベルトを逆行させる」前に、以下を点検 確認を行なってください： 

 

 製品の作業範囲内には、認証を受け、トレーニングを受けたスタッフしかいないこ

と。 

 「ベルトを逆行させる」ことが原因で怪我人が生じないようにすること！ 

 洗浄対象物が投入セクションおよび 1 槽目の洗浄タンクから取り除かれているこ

と。 

 

注意！ 過負荷スイッチオフ機能は有効になっていません！ 

 

  

 
注意！ 
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「ベルトを逆行させる」ためには、機械のスイッチがオフになっていることが前提条件

となります！ 
 

  

何かのつまりによりコンベアが動かなくなったら、ボ

タン  を押します。 

「コード入力」と表示されるまで、MEIKO ボタンを押

します。 

   

10001 と入力します。1と表示され

るまで、青いボタン  を押しま

す。 

 を押すと、2つめの欄に移動し

ます。 

ここは 0 のままにします。5 つめの

欄に移動するまで、  を何度か押

します。 

  

ディスプレイには以下のように表示

されます： 

 

1 と表示されるまで、青いボタン 

 を押します。 

10001 と入力できました。  ボタ

ンで確定します。 
5 秒後に表示されます： 

 

   

青いボタン  を押します。 

選択肢「コンベア」が表示されるま

で、横向きの矢印ボタンを押しま

す。 

選択肢「逆行」がマークされるま

で、縦方向の矢印ボタンを押しま

す。 

TRSP 

80 

 
コンベア 

エラー 80 

 

コンベア過負荷 

(機械) 
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 ボタンで確定します。 ここで  ボタンを押します。 
ディスプレイには、「逆行 アクテ

ィブ」と表示されます。 

コンベアベルトが逆行する時間は制限されています (最大 1.5 秒)。詰まって動かなくなったら、ボタン  

を繰り返し押して少しずつ詰まりを解消してください。 

  

メニューを閉じるには、ここで  を押します。 ここで  を押します。 

 

食器洗浄機は「機械 オフ」の状態になりました。 

  



 

9019638 26 / 48  
 

9.5 タイマー機能による自動給湯 

タイマー機能を使った給湯機能をオンにするた

めには、すべてのドアとフラップが閉じてお

り、製品のスイッチがオフになっている必要が

あります！(機械 オフ) 

 

 

「タイマー機能」を使用した洗浄タンクの自動給

湯と加熱機能が設定されている食器洗浄機では、

オペレーターは運転が監視されている前提でのみ

自動運転プロセスをオンにすることが許可されて

いることを確認してください！ 

運転が監視されている場合にのみ、主電源を入れ

ることが許可されています！ 

 を押します。  

  

ディスプレイには、「日付 今日：...」と表示されます。 

システムは、次回の給湯開始時期として、その次の日を提案

するようになっています。時刻がそれで良ければ、食器洗浄

機をこのままの状態にしておいてかまいません。 

時刻が変更したい場合は、  を押します。 

  

希望する日付と時刻を入力します。マークされている欄の数

字を変更するには、+/- を押します。次の欄にジャンプする

には、  を押します。例：2010/07/28, 9:15 時 

ここで  を押します。 

 

するとディスプレイには、給湯開始「タイマーによる給湯」の時刻が表

示されます。この時刻で良ければ、食器洗浄機をこのままの状態にして

おいてかまいません。 
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9.6 週間プログラム (自動給湯のための週間プログラム) 

曜日に応じて、最大 3 つの時刻をプログラミングできます。  

「タイマー給湯」をオンにすると、有効化されている時刻のみが考慮されます。「タイ

マー給湯」を選択すると、一番近い日時が提案として出力されます。これは、今日のま

だ来ていない時刻である場合もあれば、 (次の日が非表示になっているため) 明後日の

時刻である場合もあります。有効化もしくは許可されている時刻がない場合は、次の日

と、最後に選択された時刻が提案として出力されます。 

基本的に、提案された値はさらに変更することができます。電源がオフでもオンでも、

この最後におこなった設定は維持されます。 

「週間プログラム」を設定するには、管理者レベル 1 でログインする必要があります 

(章「ベルトを逆行させる」参照)： 

コードを入力すると、ディスプレイ

には次のように表示されます：

 

 

 

5 秒後に表示されます：  を押します。 
選択肢「セットアップ」が表示され

るまで、 /  を押します。  

   

選択肢「週間プログラム」がマークさ

れるまで、 /  を押します。  
 で確定します。 

/  を押し、希望の日付を選択し

ます。  で確定します。 

 

原則： 

 カーソルは 1 桁ジャンプしま

す。 

ボタン +/-：値を変更する 

 

/  を押すと、希望する時刻を

有効化できます。  ボタンで確

定します。 

 ボタン：選択肢の選択 / 確定 

/ 適用 
 を押します。 
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+/- を押して時間 (hour) を変更し

ます。 
 を押します。 

+/- を押して分 (minute)  を変更

します。 

   

 を押します。 +/- で有効化します。  で確定します。 

確定した時刻は有効化されています。ここまできたら、次の時刻を設定できます。 

   

最後にメニューを閉じるには、  を

押します。 
 を押します。  を押します。 

 

ディスプレイには、現在の運転状態インジケーターが表示されます。 
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9.7 日付と時刻  の設定 

「日付と時刻」を設定するには、管理者レベル 1 でログインする必要があります (章

「ベルトを逆行させる」参照)： 
 

コードを入力すると、ディスプレイ

には次のように表示されます：

 
  

5 秒後に表示されます：  を押します。 
選択肢「セットアップ」が表示され

るまで、 /  を押します。 

  

選択肢「日付/時刻」がマークされるまで、 /  を押

します。 
 で確定します。 

 

ボタン  を押すと、カーソルが次の箇所に移動しま

す。ボタン +/- を押して、値を増減できます。変更を

確定するには、  を押します。これで、新しい日付/

時刻が保存されました。 

  

ここで  を押します。  
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10 GreenEye（オプション） 

Grえ enEye テクノロジーにより、負荷の少ない時間帯 (一般的に洗浄作業時間の開始時

と終了時あたり) には、すすぎ水とリンス剤の量を大幅に節約できます。 

 

機能： 

M-iQ の投入セクションの食器検知スイッチが、ベルト幅いっぱいに食器が並べられてい

るか、それとも一部の列（入口の上方の緑のライトバーがついているトラック) に食器

が置かれているかを判断します。さらに、コントローラは、コンベアベルト上の食器の

間の空きスペースを検知します。投入ゾーンで検知された空きスペースに応じて、制御

信号がすすぎシステムに送られ、食器があるトラックだけすすぎが行われるように切り

替えられます。ベルト幅に応じて、フライトコンベアタイプ食器洗浄機には 2列または

3 列のトラックが搭載されています。このトラック上の積載状態が検知されることで、

すすぎの稼働が制御されます。 

2 列または 3 列のトラック表示 

  

さらに、空きスペースの分析が行われます。製品の投入セクションにある緑のライトバ

ーが、トラックもしくはコンベアベルトへの食器の投入が最適な状態であることを作業

スタッフに知らせるとともに、食器の洗浄量が少ない場合には、食器をコンベアベルト

の一部のトラックのみに投入した方が良いこともお知らせします。このようにして、す

すぎ水およびリンス剤の消費量を最大で 50%削減することができます。 

これにより、2列もしくは 3 列に分かれたすすぎが可能となります。このすすぎシステ

ムは、各トラックそれぞれに関係なくすすぎ水を供給することができます。 

 

 

2 つに分かれたすすぎアームで、2列のトラックで個別にすすぎを行ないます 
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11 GiO-TECH（オプション） 

11.1 現場での前提条件 

 電気伝導率 最大 1000μS/cm 

 水硬度 最大 3 °dH 

 供給温度 最小 1 °C～最大 25 °C 

 10 μm 以上の粒子を含まない 

 鉄 < 0.1 mg/l 

 マンガン < 0.04 mg/l 

 塩素 < 0.1 mg/l 

 過マンガン酸カリウム < 10 mg/l 

 シリカ < 10 mg/l 

 必要水圧は組立図を参照してください 

11.2 プレフィルターの交換 

プレフィルターカートリッジの交換を行うこ

とが許可されているのは、認証を受けた認定

サービスパートナーか、またはトレーニング

を受けた弊社サービスエンジニアのみです。 

 

GiO-TECH モジュール内のプレフィルターカー

トリッジは、少なくとも 6 か月ごとには交換

する必要があります！ 

 

11.3 トラブルシューティング / メンテナンス 

水処理装置が生産する水の量が少なすぎる場合には、情報メッセージ「790」がディスプ

レイに表示されます。 

  

メッセージが 15 秒間表示されたままになると、水処

理装置はバイパス運転に切り替わります。 

水処理は作動していません。注意：処理水なしの運転

です 

 

ディスプレイに表示されるチェックマークで確認がで

きない場合、現場で水が利用できない、またはバルブ

が閉じているため給水がブロックされていることを意

味します。現場で水供給が利用可能になると、水処理

装置を再び有効化することができます (左の画像を参

照)。それでも有効化ができない場合は、担当のサービ

ス代理店に連絡してください。 

バイパスラインを介して最小レベルを上げると (エラー 706/710 はなくなっています)、GiO-TECH を再び作動

させられるようになります。エラーを承認します。 
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11.4 メンテナンス 

水処理装置 GiO-TECH のメンテナンスは、1年に 1度の定期メンテナンスの枠内で実行

するか、または稼働時間 1000 時間毎のメンテナンス表示が出たら実行します。 

11.5 休止期間： 

休止期間： 作業内容 

逆
浸

透
膜

は
「

消
耗

部

品
」

と
し

て
定

義
さ

れ
て

い
ま

す
！
 

0～6 週間 処置は必要ありません 

6～12 週間 認定サービスパートナーが、休止期間後に規定に準じた

試運転を実施 

13～週間 認定サービスパートナーによる逆浸透膜の交換および保

存処理。 

認定サービスパートナーが、休止期間後に規定に準じた

試運転を実施 

12 食器洗浄機の使用を終了する 

本食器洗浄機の使用終了後、または一定の期間機器の管理ができないような状況の場合

には、食器洗浄機の終了作業を行ってください！ 
 

 

本食器洗浄機の電源を切るには、ボタン「オン‐オ

フ」を押してください。 

 

 

 

 を押します。 

 

 

 

希望するオプションを選んで確定します。 
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このプロセスが終了すると、ディスプレイ上に「機械 

オフ」と表示されます。 

 

 

 

 

 

給水バルブを閉じてください。 ブレーカーのスイッチをオフにしてください。 

 

食器洗浄機は無電圧状態になります。食器洗浄機を清掃します (章「清掃」を参照)。 

 

食器洗浄機が下記の機能を搭載している場合: 

 水処理装置の自動再生 

 凍結防止 

 内蔵型逆浸透膜純水装置 

 「タイマー給湯」による自動タンク給湯および洗浄タンクの加熱 

自動運転プロセスはのスタッフの監視下にある場合のみ作動させてください！ 

13 清掃 

13.1 清掃の際の安全に関する注意事項 

 

注意！ 

タンクを空にした後でも、タンクヒーターがまだ高温である可能性があります。そのた

め、食器洗浄機を手作業で清掃する際、火傷する危険があります！ 

 

洗浄機本体、配電盤、その他の電気部品は、ホースで水をかけたり、高圧洗浄機による
洗浄は行わないでください。  
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13.2 洗浄中の清掃 

投入セクションのストレーナーは、洗浄中に必要に応じてごみを捨て、清掃できます。 

  

必要に応じて、投入セクションのストレーナを引き出し

ます！ 

投入セクションのストレーナーのゴミを捨ててくださ

い！ 

  

投入セクションのストレーナーを洗浄します！ 投入セクションのストレーナーを再び取り付けます！ 

13.3 食器洗浄機のセルフクリーニング機能 / 排水 

すべてのドアとフラップが閉じられており、製品のスイッチがオフになって

いることが、食器洗浄機の排水 / セルフクリーニング機能を行うための前

提条件です！ 

  

すべてのドアをフラップを閉じます。 製品の電源を切ります。 
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セルフクリーニング機能 

まず最初に前洗浄タンクを排水します。食器洗浄機全体の排水が完了するまで、それぞ

れのタンクの中身を移動しながらクリーニングと排水を行います。 
 

排水 

「排水」ボタンを押すと、すべてのタンクの水が排水されます。 

最高の効率を維持するために、同時にヒートリカバリーも定期的かつ自動的に清掃され

ます。 

基本的に、次のように手順を進めてください： 

  

本食器洗浄機の電源を切るには、「オン‐オフ」ボタ

ンを押してください。 
 を押します。 

  

「セルフクリーニング機能」が表示されたら、  を

押します。 
するとセルフクリーニングが行われます。 

......または...... 

 
 

「排水」まで青い矢印ボタンを押し、  を押しま

す。 
すべてのタンクが排水されます。 

 

セルフクリーニングまたは排水のプロセスが終了する

と、ディスプレイ上に「機械 オフ」と表示されます。 

素早く再給湯を行うために、以下のオプションにより一部またはすべてのゾーンに対す

る再給湯設定を行うことができます。 

PKSP (循環すすぎタンク) の水を入れ替える 
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食器洗浄機の汚れがひどい場合は、洗浄停止中に循環すすぎタンク水を排水し、水を入

れ替えることができます。 

前すすぎタンクは 1回の水の入れ替えで、汚れを完全に排出します。 

WT (洗浄タンク) の水を入れ替える 

ここでは、すべての洗浄タンクの水が排水され、水の入れ替えが行われます。 

WTV (前洗浄タンク) の水を入れ替える 

ここでは、前洗浄タンクの水が排水され、すべてのタンクの水の入れ替えが行われま

す。 

すべてのタンクの水を入れ替える 

ここでは、食器洗浄機の前洗浄タンク、洗浄タンクおよび循環すすぎタンクのすべての

水が排水され、水の入れ替えが行われます。 

  

本食器洗浄機の電源を切るには、「オン‐オフ」ボタン

を押してください。 
 を押します。 

  

PKSP の水が入れ替えられるまで、 /  を押します。  を押します。 

 

循環すすぎタンクの水が排水され、水の入れ替えが行われます。 

または 

  

「WT の水を入れ替える」になるまで /  を押し、そ

れから  を押します。 

すべての洗浄タンクの水が排水され、水の入れ替えが行

われます。 
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または 

 
 

 

「WTV の水を入れ替える」になるまで /  を押し、そ

れから  を押します。 

前洗浄タンクの水が排水され、すべてのタンクの水の入

れ替えが行われます。 

または 

 
 

「すべてのタンクの水を入れ替える」になるまで /  

を押し、それから  を押します。 

すべてのタンク (前洗浄タンク、洗浄タンク、循環すす

ぎタンク) の水が排水され、水の入れ替えが行われま

す。 

選択されたタンクが完全に排水されると、自動的に洗浄

機が再起動します： 
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13.4 清掃の手順 - デイリー 

    

  

 

  

製品の電源を切ります。  
 を押します。 

 オプション「セルフクリ

ーニング機能」を選択し

ます。 

 タンクの水が排水されま

す。 

食器洗浄機の水は排水

され、電源が切れま

す。 
 

 

 

 

 

  

 
ブレードが曲がらないよ

うに、ヒートリカバリー

の開口部を軽くすすぎ流

してください！ 

投入セクションのフィル

ターを引き出し、ゴミ捨

て、清掃します。 

 投入セクションの洗浄水用

の水受けを取り外し、清掃

します。 

 前フラップと側面の排出フラップを取り出し、排出トレ

イを流水で洗浄します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドアを開きます。  洗浄機内部を流水で洗浄し

ます。 

 すべてのタンクカバースト

レーナーを取り外します。 

 ストレーナーバスケット

を取り外します。 

すべてのストレーナーバ

スケットを清掃します。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

タンク内部を清掃しま

す。 

 すべてのタンク排水フィ

ルターを取り外します。 

 すべてのタンク排水フィル

ターを清掃します。 

 すべてのカーテンを取り

外します。 

すべてのカーテンを清掃

します。 
  

 

 

    
 

すべての洗浄システムとす

べての洗浄アームを取り外

します。 

すべての洗浄アームとノズルを清掃します。ノズルの清掃には、ナイロン製ブラシを使

用してください。洗浄アーム + エンドキャップがしっかり取り付けられているか確認し

ます。 

すべてのタンクカバーフ

ィルターをクリーニング

します。 
  

 

         

本製品を清掃した後、すべての部品を再び取り付けてください。 

すべての部品が正しくかつ完全に取り付けられていることを確認してください！ 

  

 

 

 

 

注意！！！ 
 

洗浄システムを取り付けた後、

すべての洗浄アームのエンドキ

ャップが正しくしっかりと取り

付けられているか確認してくだ

さい！すべてのエンドキャップ

がしっかり取り付けられている

か確認してください！ 

 

 

 

 

洗浄機本体、配電盤、その他の電気部品は、ホースで水をかけ

たり、高圧洗浄機による洗浄は行わないでください。 
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13.5 ステンレス表面のお手入れ 

ステンレス表面は、必要に応じてステンレスに適する洗剤やケア製品での清掃をお勧め

します。  

軽く汚れている部品は、柔らかく、必要に応じて湿らせた布あるいはスポンジで清掃し

ます。 

清掃後は、水垢が残らないようにできるだけ水分を拭き取ってください。ミネラル分な

どの不純物が少ない水の利用が最適です。 

刺激の強い洗剤や研磨剤は使用しないでください。 

これらの薬剤が素材を侵食したり、付着物を残したり、変色させることが無いようにし

てください。 

塩酸や塩素系漂白剤を含む洗剤は絶対に使用しないでください。 

清掃用具からのもらい錆を防ぐため、ステンレスではないものに使用した清掃用具は使

用しないでください。 

食器洗浄機の周囲から蒸気漏れまたは直接の取り扱いにより生じる、洗剤やお手入れ用

薬剤による刺激性の外的影響により、機械が損傷したり、素材が脅かされたりする可能

性があります (例：刺激性タイル用洗剤)。 

注意！ 

製品のラベルおよび安全データシートに記載されている危険に関する注意事項を必ずご

確認ください。 

13.6 清掃後のチェックリスト 

本食器洗浄機の清掃後、すべての部品が再びきちんと正しく取り付けられていることを

確認してください。 

下記の部品が完全に、かつ正しい状態で取り付けられているかを確認してください： 

 タンクカバーフィルター 

 ストレーナーバスケット 

 リンスノズル 

 循環すすぎノズル 

 カーテン 

 洗浄ノズルのエンドキャップが完全に取り付けられているか確認します 

これで本食器洗浄機は次のシフトですぐに使えるよう、準備が完了

しました。 

 

注意！！！ 
本食器洗浄機にちかい下洗い用に泡立つ洗
剤を使用しないでください！ 
洗浄機庫内で泡が立つと、故障および洗浄
結果の悪化につながることがあります。 
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13.7 洗剤 / リンス剤の供給 

原則として、すべての食器が洗浄機からきれいな状態で出てくるように、十分な量を洗

浄タンク内に供給する必要があります。 

洗剤の供給量は、 

 供給システム (液状；粉状；ブロック状；スプレーシステム；...)  

 汚れの程度 

 乾燥時間 

 （たとえば）皿の余熱 

 投入されるでんぷんの量 

 水質 

 洗剤の使用方法 (殺菌消毒剤、または他の目的...) 

に左右されるため、記載できません。また、ケミカル製品のサプライヤーによっても異

なります。 

洗浄対象物の洗浄後の仕上がりは、洗浄機の搬送スピードにも影響を受けることがあり

ます。 

そのため、弊社はケミカル製品のサプライヤーが推奨する濃度設定での使用を推奨して

います。 

13.8 洗浄機のスケール除去 

(季節による水硬度の変動、メンテナンスの不備などにより) カルキを非常に多く含む水

ですすぎを行うと、洗浄機内部にスケール（カルキ堆積物）が付着する可能性がありま

す。これは、見た目 (白く粗い付着物) 以外は洗浄結果にほぼ影響を及ぼしません。 

それよりも問題となるのが、スケールが洗浄タンクやすすぎボイラーのヒーターに固着

してしまうことです。ヒーターに分厚くスケールが付着してしまうと、このスケールが

断熱材のような効果をもってしまい、ヒーターの熱を水にうまく伝えられなくなりま

す。その結果として過熱状態となり、ヒーターが焼け焦げてしまいます。 

付着してしまったスケールは、専用のスケール除去剤 （弊社またはケミカル製品サプラ

イヤーから入手可能) で除去できます。スケール除去剤は酸性で、非常に刺激性の強い

薬剤です。そのため、スケールだけではなく、洗浄機の他のパーツに対しても悪影響を

与え、損害を与えかねないため、この薬剤は頻繁に、特に高濃度では使用しないように

してください。 

スケール清掃は、スケール除去剤の使用上の注意、および危険に関する注意事項を厳格

に順守したうえで行ってください。 

使用後にスケール去剤の残留物を確実に中性化するには、徹底的に洗浄機の洗浄とすす

ぎを行い、排水する必要があります。その後、綺麗な水を入れ、15分以上は循環運転を

行ってください。 
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14 トラブル発生時のヒント 

トラブル: 対策 

洗浄機にお湯が溜まらない  水が供給されていません 

 ストレーナーが詰まっています 

 電極センサー / フロートスイッチが汚れています 

 電磁弁が故障しています 

すすぎが行なわれない  水が供給されていません 

 ストレーナーが詰まっています 

 電磁弁が故障しています 

 水節約スイッチの節約計算スイッチ / クロックパルスエンコーダが故障して

います 

 システム分離ポンプが機能停止しています 

 すすぎシステムにスケール（カルキ）が付着しています 

 内蔵型逆浸透膜純水装置が機能停止しています 

 

トラブル: 対策 

湯気が漏れる  排気装置が機能停止しています 

 カーテンがありません 

 温度が高すぎます 

 洗浄アーム、乾燥ノズル、エアガイドプレートが曲がっているか、または正し

く装着されていません 

食器に水跡や筋が残る  すすぎ水のミネラル含有量が多すぎます (取扱説明書を参照) 

 特定の時間にのみ発生する場合、軟水装置の再生機能を点検してください。こ

の機能は、洗浄機の運転時間とかぶってはいけません。 

 水処理装置が故障している、または能力を失っています 

 水道によって水質が異なっている 

 リンス剤が適さない、または投入量が正しくありません 

 カーテンの掛け方が間違っているか、カーテンがありません 

 大きな容器が洗浄されたことで、 このため洗剤が後方のタンクにまで入り込

んでいます 

 コンベアの速度が速すぎます 

洗浄タンクが激しく泡立つ  下洗いした時に食器に付着した中性洗剤が、洗浄タンクに混入してしまってい

ます 

 日々の清掃で使われている発泡性の洗剤が、庫内に入り込んでしまっていま

す。 

 タンク内の汚れの負荷が高すぎるため、下洗いをよりしっかりと行ってくださ

い。または、ときどき洗浄タンクの水を張り替えてください。 

 すすぎ水量が少なすぎます 

 洗剤またはリンス剤が適さない 

 温度が低すぎます（< 40 °C) 
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15 スタッフのトレーニング 

本食器洗浄機で作業することを許されているのは、トレーニングをしっかりと受け、指

示を受けたスタッフのみです。 

スタッフの担当する作業範囲を、操作、メンテナンス、修理ごとに明確に指定してくだ

さい。見習いスタッフは、経験のあるスタッフの監督の下でしか食器洗浄機で作業する

ことはできません。 
 

スタッフ トレーニングを

受けたオペレー

ター 

認証を受けた取引

業者 

認証を受けたサ

ービスエンジニ

ア 作業内容 

設置と組立て    

試運転    

運転、操作    

清掃    

安全装置の点検    

トラブルシューティング    

トラブルシューティング 

（機械的な問題） 
   

トラブルシューティング 

（電気的な問題） 
 *  

メンテナンス    

修理    

*電気系の専門人員としてトレーニング済み。指示は書面によって承認される必要があり

ます。 

 

16 解体および廃棄処分 

梱包材および古くなった製品には、有効資源や再利用可能な素材の他に、古くなった製

品の機能および安全のために必要なものとして使用された、人体および環境に有害な物

質を含んでいる可能性があります。 

ご使用の古くなった製品は最終廃棄物として廃棄しないでください。ご使用の古くなっ

た機器の製品に関しては、専門業者か自治体に設置されている収集所にてお問い合わせ

ください。 

16.1 包装材の廃棄処分 

すべての包装材はリサイクル可能な素材で作られています。以下の素材が使われていま

す： 

 角材フレーム  

 プラスチックフィルム (PE フィルム) 

 – 段ボール (端面保護) 

 梱包用ストラップ (鉄帯) 

 梱包用ストラップ (プラスチック (PP))  
 

 

注記 

角材フレームは、未処理の手を加えていないモミ材/松材を利用しています。害虫

に対する保護のために、国ごとの輸入規則によっては処理された木材の使用を指定

されている場合があります。 

 



 

 43 / 48 9019638 
 

16.2 古くなった製品の解体および廃棄処分 

 

 

 警告 

ケミカル製品との接触による怪我の危険 

洗剤やリンス剤と肌や目が接触したり、洗剤やリンス剤を誤飲すると、健康被害につ

ながります。 

• 安全眼鏡を使用してください。 

• 保護手袋を着用してください。 

• ケミカル製品またはケミカル製品が含まれている水 (洗浄水) を誤飲してしまった

場合は、直ちに医者の診察を受けてください。 
 

Pos: null /Demontage/Entsorgung der Maschine @ 16\mod_1580470326186_6.docx @ 202288 @  @ 1 
 

• 必要に応じて：洗浄機部品、容器、供給装置およびホースを水で洗浄し、ケミカル

製品の残留物を除去します。この際には、適切な保護具 (手袋、安全眼鏡) を着用

してください。 

 

装置にはこのシンボルで印がついています。ご使用の古くなった製品を適切に廃棄す

るには、地域の規則を順守してください。 

部品は素材毎に分け、可能な限りリサイクルできるように処分してください。 

 

17 騒音値 

作業場関連の音圧レベルについては、「規定および基準値」を参照してください。 

18 非電離放射線 

非電離放射線は意図的に生成されるのではなく、電気運転器具 (電動機、送電線、マグ

ネットコイル等) の技術的条件により出力されます。また、本製品は強力な永久磁石を

搭載していません。安全距離 (電磁場発生源からインプラントまでの距離) 30 cm を守

れば、能動型インプラント (ペースメーカー、細動補助器等) への影響はほとんどあり

ません。 

 

19 規定および基準値 

引用規格または重要な規格、規定および機関: 

 

DIN 10510 複数のタンクを持つ業務用コンベアタイプ食器洗浄機 

DIN 10512 1 つのタンクを持つ業務用食器洗浄機 

DIN 1988 飲用水設置作業に関する技術規則 (TRWI) 

DIN 1717 飲用水汚染防止、安全装置 

VDI 2052 厨房向けビルの換気システム 

DVGW ドイツガス水道協会 http://www.dvgw.de 

VGG 業務用食器洗浄協会 http://www.vgg-online.de 

 

  

http://www.dvgw.de/
http://www.vgg-online.de/
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VGG による水質値 

合計の硬度 3 °dH まで 

塩化物含有量 最大 50 mg/水 1 L (食器用低合金鋼の場合の穴腐食防止のため) 

重金属 限界値として、1 リットルの水に対して鉄 0.1 mg、およびマンガン 0.05 mg としま

す。1 リットルの水につき 0.05 mg 銅 が含まれていると、すでに食器や食器洗浄機

の変色につながる可能性があります。 

塩（えん）の総含有量 最大 400 µS/cm (陶磁器および乳白ガラスの場合) 

最大 100 µS/cm (ガラスの場合) 

最大 80 µS/cm (ステンレスの場合、伝導性で測定) 

 

DIN 10510 および DIN 10512 に準拠した機械温度 

 殺菌消毒成分なし 殺菌消毒成分なし 

前洗浄タンク 40～50°C 

メイン洗浄タンク 60～65°C 55～65°C 

循環すすぎ 60～70°C 

最終すすぎ 80～85°C 

 

バルブ用制御媒体: 

圧力 最小  350 kPA (3.5 bar)、最大 800 kPA (8 bar) (サージ圧力な

し) 

スイッチングサイクルあたりの制御バ

ルブの消費量 
300 kPa (3 bar)  の場合約 0.01 リットル 

 

放出音： 

音響出力レベルは、DIN EN ISO 3744  に準拠した、精度クラス 2、測定の不確かさ +/- 1.5 dB のエ

ンベロープサーフェス法に従って音圧測定から確定されました 

作業環境における騒音値： 

LpA  80dB 

20 メンテナンス 

食器洗浄機の継続的な信頼性と安全な操作のためには、定期的なメンテナンスを行うこ

とが前提条件となります。不適切なメンテナンスやメンテナンスの欠如は、予期せぬ怪

我や物的損害のリスクを増大させます。弊社はこれらに関して一切の責任を負いませ

ん。 

メンテナンス作業は、本製品の電源がオフのときのみ実施することが許されています。

さらに、食器洗浄機の主電源のスイッチはオフとなっており、安全が確保されていなけ

ればいけません。 

既存の安全装置を解体しないでください！ 

 
定期メンテナンスの際は、機器/設備の安全装置の機能テストを必ず行ってください。 

 

本食器洗浄機を耐用年数の間長くお使いいただけるように、メンテナンス契約の締結を

お勧めします。 

 
注意！ 
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20.1 メンテナンスの際の基本的な安全措置 

取扱説明書には、規定のメンテナンス間隔が記載されています！ 

本取扱説明書に含まれている個々の部品の修理手順を順守してください！ 

 

注意！ 

危険領域に立ち入ることによる怪我の危険 

輸送、取付け、初期試運転、メンテナンスおよび整備作業の際には、許可を得ていない者が危

険領域内で立ち止まったり、危険領域内に立ち入ったりすることがある可能性があります。これ

は、怪我につながることがおそれがあります。 

• 機械における作業および機械を利用した作業は、必ずその作業に関する資格を保持してい

るスタッフのみが実行するようにしてください。 

• 許可を得ていない者を危険領域から追い出してください 

• 危険領域を囲んで立ち入り禁止にし、第三者でも認識できるようにしてください。 

• 機械の安全装置の取外しや停止は禁じられています。 

• ハウジングパーツの取り外し時、また機械内での作業時には、必ず耐切創の保護手袋を着

用してください！ 

 

メンテナンス作業及び修理作業の前に、主電源のスイッチをオフにし、鍵をかけてくだ

さい！この鍵は、メンテナンスまたは修理作業を実施するスタッフが持っているように

してください！これを怠ると、重傷または物的損害が生じる可能性があります。 

 

注意！ 

メンテナンス及び修理作業の前に、本製品の手で触れる必要がある部分が常温まで冷め

ていることを確認してください！ 

環境に有害な潤滑剤、冷却剤や洗剤は、規定通りに廃棄処分してください！ 

20.1.1 メンテナンスまたは修理作業の後の試運転の前に 

 
注意！ 

メンテナンスまたは修理作業を終えた後、試運転の前にすべての点検を「技術者による

初めての試運転」の記載通りに実施してください。 

20.1.2 環境保護規則に従う 

 

注意！ 

本製品でのすべての作業および本製品を使用した作業の際には、廃棄物回避に係る法定

義務び規則に従ったリサイクル / 処分を行ってください！ 

特に、設置、修理及びメンテナンス作業の際は、水を汚染する物質が土壌に負荷をかけ

たり、又は下水設備へ排出されることがないようにしてください: 

 潤滑グリースおよび潤滑油 

 油圧オイル 

 冷却剤 

 溶剤含有の洗剤溶液 

これらの物質は適切な容器に入れて保管、輸送、充填、廃棄処分しなければいけませ

ん！ 
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21 修理手順 

顧客 

...................................................................................................... 
製品のシリアル番号： 現在の運転時間： 
 

ご注意ください：メンテナンスを実施することを許可されているのは、MEIKO によって認証を受けたスタッフのみ

です。 

交換、修理、または電気部品の端子取り外し/取り付けを行ったら、少なくともこの部品において電気的な安全点

検を必ず実施してください！ 

メンテナンス作業 

点
検
済
み

 

清
掃
済
み

 

新
品
に
交
換

済
み
 

メンテナンス規定 

1. 電気関連の設置     

ネジ止め接続を全て締め直す (ヒーターコンタクター)    少なくとも 1年に 1回 

すべての電気系部品 (スイッチ、ケーブル、コネクター等) の目視点検    少なくとも 1年に 1回 

2. 洗浄ポンプおよびすすぎポンプ     

モーターおよび開口部の目視点検    少なくとも 1年に 1回 

次のタンクモジュールのスライドリングシーリングを新品に交換する (存在してい

ないタンクモジュールは線を引いて消してください) WTV   /   PKSP   /   WT3   

/   WT 2   /   WT 1   /   TD 1   /   TD 2 

   5000時間ごと、または 2

年ごと 

3. 洗浄タンク、洗浄システム、すすぎシステム     

洗浄システムと接続部の機能点検および目視点検    少なくとも 1年に 1回 

立上り管用ゴムシールの目視点検 - 洗浄システム    少なくとも 1年に 1回 

立上り管用ゴムシールの交換 - 前すすぎシステム    少なくとも 1年に 1回 

エアトラップインサートの清掃    少なくとも 1年に 1回 

排水フィルター、ゴムシールの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

ストレーナ、Mフィルターの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

ドアガイド、ローラースプリングの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

ローラースプリングの交換    ドアオペレーション 10,000

回後、または 5 年後 

4. 乾燥     

モーターおよび開口部の目視点検    少なくとも 1年に 1回 

ヒーター設置スペース、ファンホイール、ファンハウジングの清掃    少なくとも 1年に 1回 

蒸気仕様の熱交換器の清掃    少なくとも 1年に 1回 

エアノズルおよび開口部の清掃    少なくとも 1年に 1回 

5. ヒートリカバリー / 排気ダクト     

排気ブロアーと熱交換器の清掃    少なくとも 1年に 1回 

6. すすぎシステム     

ノズル、リンスアーム、リンスアームの固定部の目視点検    少なくとも 1年に 1回 

立上り管のゴムシールの交換 - 最終すすぎシステム     少なくとも 1年に 1回 

最終すすぎのモジュール     

システム分離ポンプ、開口部および水漏れの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

システム分離タンク内の最小/最大フロートスイッチの点検    少なくとも 1年に 1回 

システム分離タンク内のフロートバルブの点検    少なくとも 1年に 1回 

最終すすぎモジュールのストレーナーのクリーニング    少なくとも 1年に 1回 

本製品内部でのリンス供給装置の水漏れの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

7. 設置領域     

給水ラインのストレーナーの清掃    少なくとも 1年に 1回 

水漏れの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

8. コンベア     

ギアモーターおよび開口部の目視点検    少なくとも 1年に 1回 

駆動チェーンの潤滑が十分かどうかの目視点検    少なくとも 1年に 1回 
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メンテナンス作業 

点
検
済
み

 

清
掃
済
み

 

新
品
に
交
換

済
み
 

メンテナンス規定 

ベルト張力の点検       少なくとも 1年に 1回 

偏向プーリーおよび調整リングの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

9. M フィルター     

密閉性と吸引能力の目視点検    少なくとも 1年に 1回 

10. PKSP から WTV へのパイバスライン / 排水     

ホース接続と接続部の水漏れの点検    少なくとも 1年に 1回 

11. 機械全体の機能点検     

タンク給湯および加熱、準備完了になるまでの点検    少なくとも 1年に 1回 

M-Commander で 15分間の試運転、入力/出力の記録の点検    少なくとも 1年に 1回 

エンドリミットスイッチの点検    少なくとも 1年に 1回 

製品全体の水漏れの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

製品の下のケーブル取り回しの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

電気ヒーター全体の電気消費量の点検 (配線図を参照)    少なくとも 1年に 1回 

制御盤ファン(機能テスト)    少なくとも 1年に 1回 

ファンおよび開口部の点検 (開口部が覆われていない場合)    少なくとも 1年に 1回 

最終すすぎモジュールの電装ボックス内のファンの機能点検    少なくとも 1年に 1回 

排気ファンモーターの機能点検    少なくとも 1年に 1回 

バイパスラインの電磁弁の機能点検    少なくとも 1年に 1回 

ヒートリカバリー内の洗浄アームの機能点検    少なくとも 1年に 1回 

12. コンベアシステム     

コンベアベルトまたはラックコンベアの正常動作の確認    少なくとも 1年に 1回 

過負荷時のスイッチオフ機能の点検    少なくとも 1年に 1回 

13. オプション     

内蔵逆浸透膜純水装置 (搭載している場合)     

システム全体の水漏れの点検    少なくとも 1年に 1回 

プレフィルターの交換、別途点検レポートの記入    少なくとも 6 か月ごと 

蒸気/温水ポンプ (搭載している場合)     

システムが温まっていない状態での、調整タンク内の一時圧力の点検    少なくとも 1年に 1回 

温水ポンプのスライドリングシーリングの交換     3000時間ごと 

設置の密閉状態の点検      少なくとも 1年に 1回 

規定に準じたシステム圧の点検 (圧力計プレート)    少なくとも 1年に 1回 

Air Cool (ある場合)     

水回路と平板熱交換器の水漏れの目視点検    少なくとも 1年に 1回 

レベルコントロールのエア配分用ホースポンプの点検    少なくとも 1年に 1回 

14. 水質、温度     

給湯： °C °dH µS /cm     少なくとも 1年に 1回 

PKSP: .....°C / WT3: .....°C / WT2: .....°C / WT1: .....°C / TD 

1: .....°C / TD 2: ….°C 

    

KSP 1: °C °dH µS /cm L/h    少なくとも 1年に 1回 

KSP 2: °C °dH µS /cm L/h    少なくとも 1年に 1回 

15. 画像     

画像を読み出し、MEIKO Offenburg (オッフェンブルク) に送信してください！    少なくとも 1年に 1回 

 ......................................................................................... 
場所、日付： 認証を受けた技術者： 
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MEIKO Maschinenbau GmbH & Co. KG 

Englerstraße 3 

77652 Offenburg 

Germany 

www.meiko-global.com 

info@meiko-global.com 

MEIKO Clean Solutions Japan 株式会社 

〒176-0005 

東京都練馬区旭丘 1-22-13 2F 

Japan 

www.meiko-japan.com 

info@meiko-japan.com 

 

仕様および構造は予告なく変更される場合があります！ 
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